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「顧客中心主義」が結実 SBI アセットマネジメント、運用残高 8兆円を突破 

― グループ全体では 12兆円超、20 兆円目標へ前進 ―  

当社グループの運用会社である SBIアセットマネジメント株式会社（以下「SBIアセット」）の運用残

高合計が、2026年 2月 25 日に 8兆円を突破しましたので、お知らせいたします。 

直近では、当社グループのレオス・キャピタルワークス株式会社が 2月 10日に 1.7兆円、SBI岡三ア

セットマネジメント株式会社が 2 月 12 日に 2.3 兆円を突破し、グループ全体での運用残高は 2026 年 2

月 25日時点で約 12兆 6,195 億円となりました。また、投信会社の純資産残高（公募・私募のみ）ラン

キングにおいて、SBI アセットを含む当社グループ 3 社の合計残高は、第 9 位※1に位置しております。

2028 年 3 月までに、一任・助言・海外運用・M&A 等も含むグループベースでの運用残高 20 兆円達成を

目標とする中、各社はそれぞれの強みを活かし、規模を拡大しております。 

SBI アセットは、業界最低水準の信託報酬を追求するインデックスファンドを基盤に、長期・積立・

分散投資に資する商品を提供してまいりました。主力の「ＳＢＩ・Ｖ・Ｓ＆Ｐ500 インデックス・ファ

ンド」（純資産残高約 2.6兆円）をはじめ、「雪だるま」シリーズや「サクっと」シリーズなど、多様な

ニーズに応える商品ラインアップを拡充し、幅広い投資家層から支持をいただいております。 

また、アクティブ運用においても、「ＳＢＩ日本高配当株式（分配）ファンド（年４回決算型）」や「Ｓ

ＢＩ・Ｓ・米国高配当株式ファンド（年４回決算型）」など、「成長」と「分配」の両立を志向した商品

群を展開し、これらを組み合わせた毎月分配型ポートフォリオの構築にも対応してまいりました。 

加えて、足下で資金流入が拡大している「ＳＢＩ・ｉシェアーズ・ゴールドファンド（為替ヘッジあ

り／なし）」をはじめ、「SBI-Man リキッド・トレンド・ファンド」、「ＳＢＩ オルタナティブ・ハイイン

カム・セレクト・ファンド（年４回決算型）」等のオルタナティブファンド、「ＳＢＩ ダルトン日本アジ

ア・アクティビストファンド」等の先進的な商品も展開し、運用の高度化と差別化を図っております。 

 

今回の 8兆円突破は、さらなる成長に向けた出発点と捉えております。今後も「顧客中心主義」のも

と、低コストかつ高品質なファンドを提供し、投資家の皆さまの最適な資産形成に貢献してまいります。 

以上 

※1 出所：投資信託協会公表資料「運用会社別資産増減状況」（2026年 1月末時点）。公募投資信託および私募投資信託の合計値。 
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